
Fossils
The Palaeontological Society of Japan化石　87，1-2，2010

－ 1 －

CT画像を用いた化石の内部構造の復元：スピリファー類の腕骨形態の例
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生物化石の内部構造を切断面から推定する手法（図1A，
B）とは異なり，マイクロフォーカスX線CTは，化石内
部の微細な構造まで非破壊のまま手にとるように可視化
できる有用なツールである．X線CTによる連続断層画像
から復元された立体画像は，内外の形態を照らし合わせ
ながら観察できるため，古生態を理解するための基礎的
なデータ抽出にも重宝される．

ある種の有関節型腕足類は，殻の内側にある触手冠を，
化石として保存される石灰質の「腕骨」が支持している．
古生代に繁栄したスピリファー類の腕骨は円錐螺旋形で
あり，切断面観察からしばしば左右非対称の腕骨が想定
されてきた（例えばAger and Riggs, 1964）．ところが，
デボン紀Silica Shale（アメリカ・オハイオ州）から産出
したParaspirifer bownockeri（図1）のX線CT画像を立
体構築すると，非常にきれいな左右対称の腕骨が再現さ
れた（図2，3）．標本によっては，本来左右対称の腕骨
が著しく非対称に見えるものがあるが，中でも興味深い
のは，殻表面の一部（図4A）に表在生物が偏在する標本
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図1．A．Paraspirifer bownockeriの背面視．B．Paraspiriferの縦断
研磨面．骨格の一部が黄鉄鉱化しているため，灰褐色の泥部分と
骨格に物性の差が生じる．このように骨格と骨格外充填物に著し
い物性の差がある場合にはX線の透過率が異なるために，X線を
用いた手法が効果的となる．br: 腕骨．

図2．A．伝統的な軟X線法による透過画像．殻の内側にうっすらと円錐螺旋形の腕骨が確認できる．B．X線CTスキャンによる断層画像の
一部．軟X線透過画像に比べ，左右対称となる腕骨の断面が明瞭に認められる．
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の例で，表在生物の付着部とは反対側に腕骨が寄ってい
るものがある（図4B，C）．この腕骨の片寄りを死後の
損壊による重力方向への移動と解釈すれば，表在生物の
偏在から推定される当時の上下方向と調和的である（図
4D）．
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図3．連続断層画像から再構築された3次元画像．A．左右対称の円錐螺旋形腕骨．B．左腕骨の拡大図．殻に接合されており損壊していない
が（黒矢印），単純な円錐形ではないことが良くわかる．

図4．表在生物が見られるParaspirifer bownockeri．A．写真左側だけに表在生物（eb）が偏在．B．CT断層画像の一部．腕骨が左右非対称
に見える．C．連続断層画像から再構築した3次元画像．腕骨が写真右側に片寄っている．D．復元された埋没姿勢．表在生物が見られな
い殻の表面が下を向いていた．


